
  

今年の冬休み、みなさんはどのように過ごしましたか。わたしは自宅で、昨年 6 月に NHK で放送された「舟を編む～

私、辞書作ります～」というドラマを一気に見ました。このドラマは、一冊の紙の辞書が完成するまでを描いた物語で、

NHKの公式ホームページでは次のように紹介されています。 

 

 

 

 

このドラマの中のセリフで、とても心に残ったものがありました。 

 

 

 

 

このドラマは、「言葉の暴力」が広がっている今の時代に、言葉の持つ力と大切さ、素晴らしさを 

教えてくれるものだったように思います。 

さて、2学期の終わりに球技大会がありました。上尾橘高校では、キャッチアップタイムが始まった令和 3年度から、 

球技大会の際に「あたたかい言葉をかけよう」という取り組みを行っています。この取り組みとして、 

① 球技大会の中で自分がどのような場面であたたかい言葉をかけたか  

② 自分がどのような場面であたたかい言葉をかけてもらったか 

                  この2つを意識しながら球技大会に参加します。先生たちが球技大会直前のホームルームで 

プリントを使って説明をし、球技大会の後に感想を書いてもらう――ただそれだけの取り組     

みです。でも、この取り組みを始めてから、球技大会の雰囲気が大きく変わったのです。 

それまでは、失敗した人に対してきつい言葉が出てしまったり、接触プレイをきっかけにケンカになりそうになったり、失

敗を責められてつらい思いをする人が出たりと、さまざまなトラブルが起きていました。ところが、この取り組みを始め

てからは、トラブルや、失敗した人への批判的な声がけがほとんどなくなり、全体の雰囲気がとてもあたたかくなったの

です。感想文の中に、このようなものがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

上尾橘高校の生徒の中には、運動があまり得意ではなく、球技大会に苦手意識や嫌な思い出が 

ある人も少なくありません。しかし、このような感想がたくさんあったということは、今回の球技 

大会が、安心して参加できるあたたかい雰囲気の中で行われていたのだと思います。 

では、そのあたたかい雰囲気をつくったのは誰だったのでしょうか。 

先生たちが「あたたかい言葉をかけなさい」という張り紙をしたのでしょうか。 

あるいは、「あたたかい言葉をかけないと罰があります」と言ったのでしょうか？・・・そうではありません。 

 

 

先生たちは「あたたかい言葉をかけよう」という呼びかけをしましたが、実際にそれを実行したのは、みな 

さん一人一人でした。会場のどこにも張り紙はなく、先生たちが会場で厳しく注意していたわけでもありま 

せん。球技大会に参加した一人一人が「あたたかい言葉をかけよう」と心がけたことで、球技大会が安心安 

全で、楽しい場所になったのです。 

さて、先月の「ほけんだより」で、私はこのようなことを書きました。（終業式でも聞きましたね） 

 

 

 

 

いろいろな価値観や考え方、また過去の傷つきがある人たちが集まれば、人間関係のトラブルを完全に 

なくすことは簡単ではありません。先生たちも、できる限りトラブルが起きないようにと、ソーシャルスキ 

ルの授業をしたり、学年やクラスで指導をしたりしています。また、実際にトラブルが起きた際には、問題 

を解決する方法を一緒に考えたりします。でも、休み時間にみんなにつきっきりで、「あれをしてはいけな 

い。」「これをしてはいけない。」と言い続けることもできないし、誰かが口にしてしまう冷たい言葉を事前に止めること

も、すでに出てしまった言葉を消すこともできません。だからこそ、一人一人が心の中にブレーキを持てるようになって

ほしい―そんな思いから、先月の「ほけんだより」を書きました。 

実は、今回の球技大会での取り組みは、①相手を傷つける言葉を言わないようにする 

という心の中のブレーキと、②自分からあたたかい言葉をかけるという心の中のアク 

セルを使うものでした。一人一人が、心の中のブレーキと心の中のアクセルをうまく 

使えるようになると、今回の球技大会のように、安心安全で、楽しい場所を、自分たちの力でつくるこ 

とができるのです。つまり、安心安全な学校、あたたかい雰囲気の教室、楽しい学校は、みなさん一人

一人が作るものなのです。あなたは、ルールや張り紙、防犯カメラに囲まれる環境と、球技大会のときのように、一人一 

人が心の中のブレーキ、心の中のアクセルを使ってつくる、安心安全な環境のどちらを望みます 

か？あなたは上尾橘高校で過ごす時間を、どのような雰囲気の中で生活したいですか？先生た 

ちにできる事は限られています。上尾橘高校の一人一人が、心のブレーキとアクセルをうまく使 

いこなして、自分たちの力で安心安全な環境を作り出していってほしいと、心から願っています。 

なお、最初に紹介した「舟を編む～私、辞書作ります」のドラマの中に、こんなセリフがありました。 

 

 

 

 

 

今の時代、多くの人が SNS に言葉を投稿しています。もちろん、私たちは日々の生活の中でも言葉を使っています。し

かし、そこに並ぶ言葉の中には、とても短いものや、攻撃的なもの、ネガティブなもの、冷たく感じられるものも少なくあ

りません。けれども、自分の気もちや思いを相手に正しく伝えるためには、たくさんの言葉を知り、一つ一つの言葉が持

つ多くの意味の中から、自分の思いに合った言葉を選ぶことが大切です。AIに答えを求めて、AIの言葉を使うのは簡単

ですが、自分の心から出た言葉だけが、他の人の心に届くのではないかなと私は思っています。 

このほけんだよりを読んでいる人は少ないかもしれないけれど、私は言葉の力を信じて、私の中に灯っているものを、 

これからも言葉にしていきたいと思っています。 

 

「安心・安全」 を、 自 分 た ち で 作 る た め に 

「「ヤバい」に無数の意味を持たせ、込み入った会話は簡略化。空気を読み、雰囲気で済ませてしまいがちな

昨今。そんな時代だからこそ、言葉にこだわる辞書作りの魅力を通し、”言葉は誰かを傷つけるためではな

く、誰かを守り、誰かとつながるためにある”という未来への希望を伝えたい。」 

「言葉のナイフで刺されている人がいたら、もし誰かを刺しちゃったら…どうしたらいいのでしょう？」 

「悪いのは言葉ではありません。選び方と使い方です。（刺さっている）言葉のナイフを抜くことができるのは、 

止血して手当てができるのは、また、『言葉』なのではないでしょうか」 

「あたたかい言葉をかけてもらったので、ミスをしても次に頑張ればいい！と思えました」「安心してプレイができました」

「自分の良いところをほめてもらえてとてもうれしかったです」「先輩からも、声をかけられてうれしかったです」「マイナスの

言葉をかけられなかったので、失敗しても大丈夫なのだと思ってがんばれました」「ミスをした時に大丈夫！と言ってもらえ

て、気もちを切り替えることができました」「負けそうなときに、あきらめないで！と言われて、最後までがんばることができま

した。」「すごく緊張してしまったけど、周りの声で安心してできました。負けてしまったけど、とても楽しかったです」「自分は

運動が苦手だけど、自分がサポートするから大丈夫！と言ってくれて、安心しました」「みんながやさしくて、最後の球技大会

で嫌な思いをしないで、楽しい思い出で終われてうれしかったです」「今までの中で 1番楽しかったです」 

 

「あなたの「心のブレーキ」はどこにありますか？心の中（誰も見ていなくてもやる・やらない）にありますか？それとも心の外（誰も

見ていなければ、罰がなければ、やる・やらない）にありますか？」「上尾橘高校の生徒は、一人一人が心の中にブレーキを持てるよ

うになってほしい。そして、学校が誰もが安心できる場所であってほしい」 

 

「つながるために、人は言葉を生み出したのだと、そう思えてならないのです。」 

「そういうのうれしいとか幸せとか、そういうとこ好きとか伝えたいです。だって、そのためにあるんですよね。言葉って。」 

「うまくなくてもいいんです。それでも言葉にしてください。今あなたの中に灯っているのは、あなたが言葉にしてくれないと消えて

しまう光なんです。」 


